
サクラ ササユリ

＿ 町の花 ＿

見る人に温かさや感動を与えるサクラ
山野にひっそりと咲く清楚なササユリ

クロマツ モミジ

＿ 町の木 ＿

浜坂海岸を特徴づける力強いクロマツ
四季を通じて彩りを楽しめるモミジ

イワツバメ ウグイス

＿ 町の鳥 ＿

海岸に営巣し長く愛されるイワツバメ
春を待つ住民に希望を与えるウグイス

町のシンボルとして町花・町木・町鳥を制定
［ 平成24年12月25日制定 ］

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
─安らぎと憩いの空間 新温泉町─
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特集│海
　　　山陰海岸国立公園
特集│山│温泉
　　　氷ノ山後山那岐山国定公園
　　　湯村温泉・浜坂温泉郷

［歴史・文化］　　　 歴史・文化の伝承と創造
［産業］　　　　　　地域資源を活かす
［観光］　　　　　　癒しとやすらぎの空間
［特産］　　　 　　　自然の恵みを活かした逸品
［教育］　　　　　　こころ豊かに夢を育む
［医療・福祉・保健］　健康で温もりあふれる安心な地域
［交流］　　　　　　交流と連携で活力を高める
［生活環境］　　　　 利便性とうるおいのある環境
［行政］　　　　　　自立と協働の自治体経営　
［議会］［ごあいさつ］

［マップ］

 「
創
」

次
世
代
に
遺
す
べ
き
新
し
い
ま

ち
を
創
造
し
て
い
く
新
温
泉
町

の
思
い
を
託
し
て
い
ま
す
。

書
は
新
温
泉
町
出
身
の
前
衛
書

家
、
宇
野
雪
村
に
よ
る
も
の
。

平
成
17
年
10
月
に
浜
坂
町
と
温
泉
町
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
新
温
泉
町
。

海
と
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
環
境
は
心
癒
す
美
し
い
四
季
と
、

“
湯
の
町
”
と
し
て
の
情
緒
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
麒
麟
獅
子
舞
・
菖
蒲
綱
引
き
な
ど
の
先
人
の
築
き
上
げ
て
き
た
文
化
は
、

国
・
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

伝
統
文
化
と
し
て
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
新
た
な
時
代
を
迎
え
、

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
住
み
良
い
環
境
づ
く
り

“
海
・
山
・
温
泉　

人
が
輝
く　

夢
と
温
も
り
の
郷
”

─
安
ら
ぎ
と
憩
い
の
空
間 

新
温
泉
町
─　

の
実
現
に
向
け
、

資
源
と
人
と
の
連
携
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

新
た
な
歴
史
を
築
く
た
め
自
然
と
の
共
生
を
柱
に
、
住
民
の
力
を
結
集
し
て
、

過
去
を
礎
に
次
世
代
へ
繋
ぎ
遺
し
て
い
く
べ
き

新
し
い
ま
ち
の
創
造
を
始
め
て
い
き
ま
す
。

自
然
と
歴
史
・
文
化
か
ら

生
ま
れ
た
資
源

そ
れ
を
活
か
し
た

新
た
な
ま
ち
の
創
造

一
、
多
く
の
人
と
交
流
し
、

　
　

一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
支
え
あ
い
の
輪
を
広
げ
、

　
　

笑
顔
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
豊
か
な
資
源
と
産
業
を
い
か
し
、

　
　

人
が
輝
く
元
気
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、

　
　

地
域
の
宝
を
守
り
育
て
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
み
ん
な
で
参
加
・
行
動
し
、

　
　

夢
が
ふ
く
ら
む
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

新
温
泉
町
町
民
憲
章 

　

私
た
ち
の
ま
ち
は
、
日
本
海
の
形
成
を
物
語

る
壮
大
な
山
陰
海
岸
、
緑
の
山
河
、
日
本
有
数

の
温
泉
な
ど
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
自
然
と

共
生
し
な
が
ら
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に

学
び
、
恩
愛
の
精
神
で
絆
を
深
め
、
夢
と
温
も

り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
こ
の
憲
章

を
定
め
ま
す
。



Living with The Sea

Shin-onsen-cho faces the Sea of Japan and 
has prospered as a fishing port and, in earlier 
times, was also used by cargo vessels. In recent 
years, the sea has provided natural resources 
and supported a flourishing tourist industry with 
swimming and other marine activities.
We appreciate the value of the sea to our 
community and recognize our responsibility for 
environmental conservation for the benefit of 
future generations.

　

新
温
泉
町
の
海
は
、
昔
か
ら
漁
業
や
廻
船
業
を
通
し
て
栄

え
、
山
陰
屈
指
の
港
と
し
て
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
近
年
で
は
魚
介
類
な
ど
の
豊
富
な
自
然
資
源

と
海
水
浴
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
観
光
業
が
人
々
の
生

活
に
多
く
の
恵
み
と
潤
い
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
人
と

自
然
と
の
共
生
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
在
、新
温
泉
町
で
は
、

こ
の
豊
か
な
恵
み
と
潤
い
を
も
た
ら
す
海
に
感
謝
し
、
後
世

に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
環
境
保
全
や
資
源
確
保
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

海
と
、

海
の
も
つ
造
形
美
と
癒
し
の
力

　

西
は
岸
田
川
河
口
か
ら
東
は
町
境
の
伊
笹

岬
ま
で
の
区
間
に
あ
る
「
名
勝
・
天
然
記
念

物
但た

じ
ま馬
御み
ほ
の
う
ら

火
浦
」
を
擁
す
新
温
泉
町
の
海
岸

線
は
、
昭
和
38
年
7
月
に
山
陰
海
岸
国
立

公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
陰
海
岸
の

大
部
分
は
山
地
が
直
接
海
に
接
し
て
い
る
た

め
、
鋸
岬
に
あ
る
旭
洞
門
や
、
釣
鐘
洞
門
、

三
尾
大
島
な
ど
の
よ
う
な
、
荒
波
に
よ
り
浸

食
さ
れ
て
で
き
た
奇
岩
や
洞
門
と
い
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
自
然
の
造
形
美
が
随
所
に
見
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
海
そ
の
も
の
が
持
つ
癒
し

の
力
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
海
の
青

色
は
常
に
多
く
の
人
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
色

で
、
感
情
的
な
興
奮
を
抑
え
緊
張
や
圧
迫
感

を
和
ら
げ
る
沈
静
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
潮
風
に
含
ま
れ
る
マ
イ

ナ
ス
イ
オ
ン
は
、
私
た
ち
の
副
交
感
神
経
に

働
き
、
心
や
体
を
落
ち
着
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進
と

松
林
の
環
境
保
護
活
動

　
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
は
、
科
学
的
に
見
て

特
別
に
重
要
で
貴
重
な
、
あ
る
い
は
美
し
い

地
質
遺
産
を
複
数
含
む
一
種
の
自
然
公
園
で

す
。
地
質
遺
産
保
全
と
地
球
科
学
普
及
に
利

用
し
、
地
質
遺
産
を
観
光
の
対
象
と
す
る
ジ

オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
活
性

化
を
目
指
し
て
お
り
、
ユ
ネ
ス
コ
の
支
援
の

も
と
、
欧
州
や
中
国
な
ど
で
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。
山
陰
海
岸
に
お
い
て
も
、

京
都
府
、
兵
庫
県
、
鳥
取
県
の
民
間
団
体
や

行
政
機
関
が
連
携
し
な
が
ら
、
特
徴
的
で
魅

力
的
な
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
展
開
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
と
環
境
保
全
・
教
育
の
推
進

を
図
り
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
発
展
に

つ
な
げ
て
い
く
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
こ
の
活
動
が
評
価

さ
れ
、
平
成
22
年
10
月
に
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
加
盟
が
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
体
験
学
習
や
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
な

ど
を
通
じ
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
積
極
的

な
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。　

　

ま
た
、
浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
の
南
側
に

広
が
る
約
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
「
松
の
庭
（
ク

ロ
マ
ツ
林
）」
の
美
化
、
保
護
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る

美
化
活
動
が
、
30
年
以
上
も
地
道
に
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
こ
の
美
し
く
整
備

さ
れ
た
松
の
庭
を
舞
台
に
、
県
立
浜
坂
高
等

学
校
に
よ
る
絵
画
・
書
道
展
や
吹
奏
楽
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
住
民
の
憩
い

と
安
ら
ぎ
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
か
ら
は
、
保
安
林
改
良
事
業
と
し

て
稚
苗
を
植
樹
し
、
行
政
、
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
の
保
護
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

孔雀岩

松林での県立浜坂高等学校生徒による
吹奏楽コンサート松の庭

獅子の口

稚苗の植樹活動



　

新
温
泉
町
に
は
、
氷
ノ
山
後
山
那
岐
山
国
定
公
園
に
位
置
す
る

上
山
高
原
を
は
じ
め
と
し
た
雄
大
な
山
々
を
源
流
と
し
た
岸
田
川

や
久
斗
川
な
ど
の
河
川
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
河
川
に
は
上
山

高
原
な
ど
に
広
が
る
ブ
ナ
林
な
ど
の
広
葉
樹
か
ら
流
れ
た
ミ
ネ
ラ

ル
な
ど
の
豊
富
な
栄
養
素
が
溶
け
込
み
、
沿
岸
地
域
や
日
本
海
を

潤
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
湯
村
温
泉
や
浜
坂
温
泉
郷
に
代
表
さ
れ

る
県
内
で
も
有
数
の
温
泉
資
源
が
あ
り
ま
す
。
地
域
住
民
は
、
昔

か
ら
身
近
な
温
泉
を
生
活
の
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
取
り
入
れ
て

き
ま
し
た
。
新
温
泉
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
源
を
有
効
的
に
、
ま

た
永
続
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

山
と

温
泉
と
。

川
、海
を
守
る

上
山
高
原
の
保
全
、再
生
活
動

　

氷
ノ
山
後
山
那
岐
山
国
定
公
園
に
指
定
さ

れ
た
標
高
7
5
0
〜
9
0
0
メ
ー
ト
ル
の
高

原
状
の
台
地
に
位
置
す
る
上
山
高
原
。
こ
の

一
帯
は
、
ブ
ナ
の
原
生
林
や
ス
ス
キ
草
原
が

広
が
り
、
イ
ヌ
ワ
シ
や
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
ザ

ゼ
ン
ソ
ウ
や
タ
ジ
マ
タ
ム
ラ
ソ
ウ
な
ど
の
希

少
動
植
物
が
生
息
・
群
生
す
る
地
域
と
し

て
、
学
術
的
に
も
価
値
の
高
い
エ
リ
ア
で
す
。

多
く
の
自
然
が
残
る
小
又
川
渓
谷
や
霧
ヶ
滝

渓
谷
な
ど
を
源
流
と
す
る
岸
田
川
で
は
、
全

国
最
南
端
の
地
と
し
て
サ
ケ
の
回
帰
事
業
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
周
辺
集
落

で
は
棚
田
や
但
馬
牛
の
飼
育
、
山
の
食
材
を

使
っ
た
郷
土
料
理
な
ど
、
山
間
部
特
有
の
生

活
文
化
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
上
山
高
原
の
原
風
景
の
保
全
、

再
生
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
平
成

18
年
夏
に
オ
ー
プ
ン
し
た
上
山
高
原
ふ
る
さ

と
館
を
拠
点
と
し
、
地
元
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
運
営
す
る
「
特
定
非
営
利
活
動
法

人
・
上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で

す
。
ス
ギ
な
ど
の
人
工
林
を
伐
採
し
て
ブ
ナ

苗
木
の
植
付
け
に
よ
っ
て
落
葉
広
葉
樹
林
に

し
、
ま
た
サ
サ
密
生
地
や
灌
木
林
を
伐
採
し

て
ス
ス
キ
草
原
に
変
え
る
活
動
を
行
っ
て
い

Mountains and Hot Springs

The town has two main rivers, the Kishida River and the Kuto 
River. These rivers flow from the broadleaf and beech forests of 
the Ueyama-Heights and other mountains, carrying rich minerals 
and nutrients to the sea, benefiting the marine resources.
The Yumura and Hamasaka hot springs are enjoyed by towns 
people and visitors alike. Our town aims to utilize its natural 
resources in an effective and sustainable manner.

小又川渓谷

ま
す
。
さ
ら
に
上
山
高
原
や
地
元
集
落
周
辺

に
あ
る
有
形
・
無
形
の
資
源
を
活
か
し
て
の

体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
な
ど
、
町

内
外
と
の
交
流
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
徐
々
に
復
元
さ
れ
て
い
る
ブ
ナ

を
は
じ
め
と
し
た
落
葉
広
葉
樹
は
水す

い
げ
ん源
涵か
ん
よ
う養

林り
ん

と
し
て
山
の
保
水
機
能
を
向
上
し
、
河
川

へ
の
流
量
の
調
節
を
果
た
し
、
ま
た
ス
ス
キ

草
原
は
イ
ヌ
ワ
シ
の
狩
場
と
な
る
な
ど
草
原

性
動
植
物
の
生
息
群
生
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

岸田川 ブナ苗木の植付け

荒湯での野菜の湯がき

上山高原ふるさと館

温
泉
資
源
の
有
効
活
用

　

湯
村
温
泉
の
歴
史
は
古
く
、
嘉
祥
元
年

（
8
4
8
）、
慈
覚
大
師
に
よ
り
開
湯
さ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
来
、
泉
量
・
泉

質
と
も
に
少
し
の
衰
え
も
見
せ
ず
、
湯
治
客

や
地
元
住
民
を
癒
し
続
け
て
い
ま
す
。
摂
氏

98
度
の
荒
湯
を
は
じ
め
と
し
た
約
60
ヶ
所
の

源
泉
の
総
湧
出
量
は
毎
分
2
3
0
0
リ
ッ
ト

ル
を
誇
り
、
そ
の
豊
富
さ
か
ら
旅
館
の
み
な

ら
ず
一
般
家
庭
に
も
配
湯
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
高
温
で
湯
量
豊
富
な
温
泉
を

無
駄
な
く
活
用
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、

温
泉
を
利
用
し
た
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
の
導
入

を
検
討
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
観
光
資
源
や

生
活
の
一
部
で
あ
っ
た
温
泉
を
新
た
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
循
環
型
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
53
年
発
見
の
浜
坂
温
泉
、
昭

和
44
年
発
見
の
二
日
市
温
泉
、
昭
和
30
年
に

発
見
さ
れ
た
七
釜
温
泉
は
い
ず
れ
も
温
泉
利

用
の
効
果
が
十
分
に
期
待
さ
れ
、
か
つ
健
全

な
温
泉
地
と
し
て
優
れ
た
条
件
を
備
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
平
成
3
年
に
県
下
初
の
国
民

保
養
温
泉
地
「
浜
坂
温
泉
郷
」
と
し
て
指
定

一般家庭への配湯（浜坂地区）

浜坂温泉の泉源

上山高原

七釜温泉ゆーらく館湯村温泉・荒湯

さ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
浜
坂
温
泉
は
、
住

民
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、
昭
和
56
年
に

全
国
初
の
「
国
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
」
の

指
定
を
受
け
、
各
家
庭
を
全
長
18
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぐ
〝
み
ん
な

げ
（
げ
＝
家
）
湯
の
町
シ
ス
テ
ム
〟
を
整
備

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
蛇
口
を
ひ
ね

れ
ば
温
泉
」
と
い
う
夢
の
よ
う
な
話
が
実
現

し
ま
し
た
。
一
般
家
庭
に
給
湯
さ
れ
た
数
も

全
国
一
の
配
湯
戸
数
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
浜

坂
温
泉
郷
で
は
、
旅
館
や
入
浴
施
設
は
も
ち

ろ
ん
、
病
院
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
保
養

施
設
に
給
湯
し
、
温
泉
を
利
用
し
た
健
康
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

湯村温泉観光交流センター薬師湯



　

新
温
泉
町
の
中
で
も
特
に
大
き
な
例
祭

が
、
但
馬
三
大
祭
の
一
つ
と
し
て
毎
年
７

月
に
開
催
さ
れ
る
川か

わ

下す
そ

祭
り
で
す
。
起
源

は
江
戸
時
代
中
期
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

こ
の
祭
り
は
当
時
、
豊
岡
・
京
極
藩
の
管

轄
で
あ
っ
た
浜
坂
が
天
領
に
な
っ
た
の
を

機
に
始
め
ら
れ
た
と
伝
わ
り
、
京
都
の
祇

園
祭
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い
る
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
香
美
町
か

ら
新
温
泉
町
、
鳥
取
県
東
部
に
か
け
て
の

み
に
見
ら
れ
る
全
国
的
に
も
珍
し
い
麒
麟

獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
町
中
を
神
輿
や
鉾
、

榊
な
ど
総
勢
4
０
０
人
が

練
り
歩
く
神
輿
巡
幸
や
、

御
旅
所
で
奉
納
さ
れ
る
浦

安
の
舞
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

祭
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

に
は
約
３
５
０
０
発
の
海

上
打
上
げ
花
火
が
上
が
り

ま
す
。

受
け
継
が
れ
る
祭
り
、
伝
統
芸
能

歴
史
・
文
化
の
伝
承
と
創
造

歴
史・文
化

H
i

s
t

o
r

y
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d
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そ
の
他
、
シ
ョ
ウ
ブ
や
ヨ
モ
ギ
、
ス
ス

キ
で
編
ん
だ
綱
を
大
人
組
と
子
ど
も
組
に

分
か
れ
て
引
き
合
う
但
馬
久
谷
の
菖
蒲
綱

引
き
や
、
久
谷
八
幡
神
社
で
奉
納
さ
れ
る

久
谷
ざ
ん
ざ
か
踊
り
、
戦
国
時
代
に
田
舎

の
豪
氏
が
子
郎
党
に
教
え
た
剣
術
に
歌
舞

伎
を
取
り
入
れ
た
丹
土
は
ね
そ
踊
り
が
国
、

県
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
雨
乞
い

神
事
の
海
上
傘
踊
や
、
子
ど
も
た
ち
の

「
ジ
ー
ロ
ン
ボ
、
タ
ー
ロ
ン
ボ
、
麦
の
中
の

ク
ー
ロ
ン
ボ
」
と
い
う
囃
子
に
合
わ
せ
な

が
ら
春
来
川
が
炎
で
照
ら
さ
れ
る
湯
村
の

火
祭
り
、
湯
村
温
泉
の
開
祖
・
慈
覚
大
師

を
偲
ぶ
湯
村
の
菖
蒲
綱
引
き
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
数
々
の
祭
り
や
伝
統
芸
能
に
は
、

先
人
の
五
穀
豊
穣
や
無
病
息
災
、
雨
乞
い

な
ど
の
切
な
る
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
新
温
泉
町
で
は
、
そ
の
思
い
を
受
け

継
ぎ
な
が
ら
各
保
存
会
が
中
心
と
な
っ
て

伝
統
芸
能
の
保
存
、
継
承
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

湯村の火祭り（町指定無形民俗文化財）

海上傘踊（町指定無形民俗文化財）

湯村の菖蒲綱引き（町指定無形民俗文化財）

久谷ざんざか踊り（県指定重要無形民俗文化財）

丹土はねそ踊り（県指定重要無形民俗文化財）

Our traditions, cultural heritage, festivals, 
and performing arts have been handed 
down in this area for generations. These 
traditions are greatly treasured by the 
people of our community.

　丹土はねそ踊りは盆踊りの合間に踊ります。

小太刀やなぎなたなどを手に2、3人が一組になっ

て演じる踊りで、六方を踏む所作や音頭の芸題

などは歌舞伎に由来するといわれています。

　音頭、太鼓、囃子、踊りと四つの役割があり

ますが、最も難しいのが音頭です。現在一人し

かおらず、後継者の育成が課題となっています。

　保存会の設立は1937年です。戦後は青年団

が主体となって活動し、青年団の解散後もその

メンバーが中心となって保存会を引き継ぎまし

た。保存会は大人のみの構成になっていますが、

夏祭りと牛まつりの際には小中学生も一緒に練

習します。この郷土芸能を通じた子どもの育成

と地域への貢献が認められ、第28回「兵庫県ふ

るさと文化賞」を受賞しました。

　これからも次代を担う子ども達に郷土の文化

を伝えていくことが私達の使命と思っています。

丹土はねそ踊り保存会
田渕　明夫さん

夢人
コラム 1

川下祭り「浦安の舞」

川下祭り「麒麟獅子舞」

新
温
泉
町
に
は
連
綿
と
続
く
祭
り
や
伝
統
芸
能
、
貴
重
な
文
化
遺

産
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
地
域
住
民
の
手
に
よ
っ
て
守
ら
れ
、
受
け

継
が
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。

但馬久谷の菖蒲綱引き（国指定重要無形民俗文化財）

川下祭り「神輿巡幸」
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為世永神社「船絵馬」（町指定有形文化財）

楞
りょう

厳
ごん

寺
じ

（県・町指定文化財を所蔵）

牛峰寺「蔵王権現像」（町指定有形文化財）

先人記念館以命亭

　

新
温
泉
町
は
多
く
の
優
れ
た
先
人
の
故

郷
で
す
。
才
能
溢
れ
た
明
治
期
の
歌
人
・

前
田
純
孝
や
単
独
登
山
家
の
加
藤
文
太

郎
、
前
衛
書
道
家
の
宇
野
雪
村
を
は
じ
め
、

各
分
野
か
ら
優
れ
た
人
材
を
輩
出
し
て
い

ま
す
。

　

郷
土
が
育
ん
だ
先
人
の
活
力
溢
れ
た
人
間

像
は
新
温
泉
町
住
民
の
誇
り
で
す
。
新
温

泉
町
で
は
、
現
代
に
暮
ら
す
私
た
ち
が 

〝
先

　

新
温
泉
町
に
は
住
民
に
よ
っ
て
長
年
大

切
に
守
ら
れ
て
き
た
文
化
財
が
多
く
存
在

し
ま
す
。
平
安
時
代
初
期
に
造
ら
れ
た
と

さ
れ
る
相
応
峰
寺
の
国
指
定
文
化
財
「
木

造
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
」
を
は
じ
め
、

県
指
定
文
化
財
と
し
て
は
、
正
福
寺
の
「
木

造
不
動
明
王
立
像
」
や
善
住
寺
に
あ
る
室

町
時
代
初
期
の
一
木
造
り
「
木
造
阿
弥
陀

如
来
坐
像
」、
正
楽
寺
の
「
鰐
口
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
南
北
朝
、
室
町
時
代
の
貴
重

な
書
物
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
楞り

ょ
う
ご
ん
じ

厳
寺
や
泰

雲
寺
に
あ
る
樹
齢
推
定
2
5
0
年
の
し
だ

れ
桜
、
江
戸
時
代
の
廻
船
を
知
る
民
俗
資

料
と
し
て
価
値
の
高
い
為い

よ
な
が

世
永
神
社
「
船

絵
馬
」
な
ど
、
ど
れ
も
が
町
の
歴
史
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
文
化
遺
産

と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
民
に
よ
り
守
ら
れ
て
き
た
、

町
が
誇
る
歴
史
文
化
遺
産

正福寺「木造不動明王立像」
（県指定重要有形文化財）

相応峰寺「木造十一面観音菩薩立像」
（国指定重要文化財）

善住寺「木造阿弥陀如来坐像」（県指定重要有形文化財）

正楽寺「鰐口」（県指定重要有形文化財）

東京高等師範学校時代に機
関誌「明星」に作品を発表
し与謝野鉄幹や晶子らと共
に活動した他、多くの短歌
や詩、童謡の作詞、作曲な
ども手がけました。諸寄の
浜、基幹集落センター、春
来峠には彼の歌が刻まれた
石碑が立っています。

若くして書壇に頭角をあら
わし、戦後は中国古典や文
房古玩を研究しながら日展
の特選審査員や大東文化大
学の講師も務めました。さ
らに「奎星会」会長として
書道に関する著書の出版や
後継書道家を輩出するな
ど、書道会の発展にも尽力
しました。

文太郎が登山に開眼したの
は、神戸の三菱内燃機製作
所での勤務時代で、その後、
日本アルプスをはじめ40数回
の単独登山を成功させ「単独
行の加藤」「不死身の加藤」
と呼ばれました。日本山岳史
に不滅の足跡を残した文太郎
の生涯は、後に新田次郎氏
の名作「孤高の人」で紹介
されています。

東
の
啄
木
、

西
の
翠
渓（
純
孝
）と
並
び
称
さ
れ
た

前
田 

純
孝
（
1
8
8
0-

1
9
1
1
）

単
独
登
山
の
パ
イ
オ
ニ
ア

加
藤 

文
太
郎

（
1
9
0
5-

1
9
3
6
）

現
代
書
道
の
先
覚
者

宇
野 

雪せ
っ
そ
ん村

（
1
9
1
2-

1
9
9
5
）

郷
土
が
育
ん
だ
多
く
の
先
人

人
〟
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
生
涯
学
習
の
一

つ
に
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
七
釜
屋
森
家
の

屋
敷
を
改
修
し
、
先
人
に
関
す
る
多
く
の

史
料
を
展
示
す
る
浜
坂
先
人
記
念
館
「
以

命
亭
」
で
は
、
そ
ん
な
時
代
を
先
駆
け
た
先

人
た
ち
の
足
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
新
温
泉
町
で
は
、
先
人
の
功
績
を

顕
彰
す
る
と
共
に
、
次
代
を
担
う
人
材
の

育
成
、
短
歌
や
書
道
の
普
及
を
目
的
に
、

全
国
公
募「
前
田
純
孝
賞
」、「
宇
野
雪
村
賞
」

全
国
書
道
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

泰雲寺しだれ桜
（県指定天然記念物）

正福寺桜
（町指定天然記念物）

歴
史・文
化
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新
温
泉
町
の
沿
岸
及
び
沖
合
域
は
、
対
馬
暖
流

が
流
れ
る
好
漁
場
を
な
し
、
沖
合
底
び
き
網
漁
業
、

沖
合
・
沿
岸
イ
カ
釣
り
漁
業
を
中
心
に
漁
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
、
松
葉
ガ
ニ
や
ホ
タ
ル

イ
カ
、
ス
ル
メ
イ
カ
、
ハ
タ
ハ
タ
な
ど
で
全
国
有

数
の
漁
獲
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
は
、
浜
坂
漁
港
・
諸
寄
漁
港
・
居
組
漁

港
・
三
尾
漁
港
・
釜
屋
漁
港
の
5
港
が
あ
り
ま

す
。
中
で
も
浜
坂
漁
港
は
戦
後
、
漁
民
・
町
民
の

長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
新
漁
港
の
修
築
工
事
が
昭

和
23
年
10
月
、
兵
庫
県
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
ま
し

た
。
以
後
、
港
や
セ
リ
市
場
・
製
氷
貯
蔵
庫
な
ど

漁
港
関
連
施
設
の
新
設
拡
充
が
図
ら
れ
、
日
本
海

沿
岸
で
も
屈
指
の
漁
業
基
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
の
中
、
新
温
泉
町
で
は
、
水
揚

げ
さ
れ
た
松
葉
ガ
ニ
を
は
じ
め
と
し
た
季
節
ご
と

の
豊
富
な
魚
介
類
が
地
元
は
も
ち
ろ
ん
京
阪
神
、

関
東
方
面
に
ま
で
運
ば
れ
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
鮮
な
素
材
を
使
っ
て
の
加
工
業
も
盛
ん

で
、
港
周
辺
の
加
工
所
で
は
「
ち
く
わ
」
や
「
は

ん
ぺ
ん
」
な
ど
の
練
り
物
や
、
ス
ル
メ
、
小
魚
や

ワ
カ
メ
の
乾
物
な
ど
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

時
代
と
共
に
発
展
し
て
き
た
、

漁
港
や
大
型
漁
船
で
の
漁

地
域
資
源
を

活
か
す

産
業

I
n

d
u

s
t

r
y

　

新
温
泉
町
の
最
南
端
、
鳥
取
県
境
に
あ
る
扇
ノ

山
を
望
む
標
高
1
0
0
0
メ
ー
ト
ル
辺
り
に
広
が

る
畑
ヶ
平
高
原
で
は
、
大
根
の
栽
培
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ち
密
な
肉
質
に
加
え
適
度
な
歯
応
え
と
甘

み
が
特
長
の
「
畑
ヶ
平
大
根
」
は
、
8
月
中
旬
か

ら
10
月
初
旬
ま
で
の
シ
ー
ズ
ン
中
に
約
9
5
0
ト

ン
を
京
都
や
神
戸
に
出
荷
し
、
市
場
か
ら
も
高
い

評
価
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
の
傾
斜
面
を
利

用
し
た
梨
栽
培
も
行
っ
て
お
り
、
み
ず
み
ず
し
さ

が
魅
力
的
な
二
十
世
紀
梨
の
出
荷
は
8
月
下
旬
か

ら
9
月
中
旬
ま
で
続
き
、
主
に
神
戸
に
出
荷
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
水
稲
を
中
心
に
キ
ャ
ベ

ツ
や
ネ
ギ
、
小
豆
（
美
方
大
納
言
）
も
生
産
し
て

畑
ヶ
平
大
根
、
二
十
世
紀
梨
や

酒
米
な
ど
の
重
要
な
農
産
物

　酒造好適米「兵庫北錦」と但馬杜氏の里「新温

泉町」はとてもよい相性です。但馬に点在して

いたほ場を、最北に位置する新温泉町に集中

させることになってから1等米の比率が伸びま

した。作付けは全て酒蔵との契約栽培で、地

元の香住鶴が主な出荷先です。

　兵庫北錦はすっきりとした味わいのおいし

いお酒になりますが、心白が大きく柔らかい

ため繊細に扱わなければいけません。この特

性をよく知り活かすことができる酒蔵に、私

たちが丹精して作ったお米を納め、おいしい

お酒を造ってもらうことで、お米の評判が上

がるという循環ができるよう努めていきます。

　近年、国内外で日本酒のブームが起こってい

るようです。和食の無形文化遺産への登録や

各行政の日本酒乾杯条例なども追い風に、地

元と共に発展する部会でありたいと思います。

浜坂兵庫北錦
生産部会
小谷　正美さん

Our most prominent industries are coastal fishing 
and fish processing, stock farming, and agriculture.
Shin-onsen-cho boasts Japans top catches 
of pine needle crabs and firefly squid as well 
as producing other high quality fish products 
(Chikuwa), beef (Tajima Beef),radish (Hataganaru 
Radish), pears and rice.

い
ま
す
。

　

平
成
17
年
に
は
、
以
前
か
ら
酒
米
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
き
た
浜
坂
地
域
で
技
術
と
品
質
の
向
上

を
目
的
に
生
産
者
が
「
浜
坂
兵
庫
北
錦
生
産
部
会
」

を
結
成
し
ま
し
た
。
地
元
酒
造
会
社
と
契
約
栽
培

し
、
酒
屋
に
信
頼
さ
れ
る
安
全
・
安
心
で
良
質
な

酒
米
を
安
定
供
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
内
で
も

有
数
の
酒
米
の
一
大
産
地
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

夢人
コラム 2 水

揚
量
日
本
一
を
誇
る
松
葉
ガ
ニ
と
ホ
タ
ル
イ
カ
。
代
々
受
け
継

が
れ
て
き
た
閉
鎖
育
種
法
に
よ
り
守
り
培
わ
れ
て
き
た
但
馬
牛
。

高
原
の
冷
涼
な
気
候
を
利
用
し
て
作
ら
れ
る
畑
ヶ
平
大
根
。
い
ず

れ
も
町
を
支
え
る
重
要
な
ブ
ラ
ン
ド
産
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。浜坂産松葉ガニの

証明となる青いタグ

畑ヶ平大根

二十世紀梨
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いかのなれずし（三尾地区）

　

新
温
泉
町
は
但
馬
牛
の
産
地
と
し
て
有

名
で
す
。
古
く
は
水
田
耕
作
や
輸
送
に
利

用
さ
れ
た
役
牛
、
そ
し
て
近
代
で
は
肉
用

牛
と
し
て
丹
念
な
飼
育
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
飼
料
に
は
野
草
が
用
い
ら
れ
て
い

る
但
馬
牛
の
特
長
は
、
骨
細
で
皮
下
脂
肪

が
少
な
く
霜
降
り
に
な
り
や
す
い
こ
と
で

す
。
ま
た
、
遺
伝
能
力
が
強
く
、
種
牛
の

資
質
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
あ
つ
た
蔓
」（
中
土
井
系
）
や

「
ふ
き
蔓
」（
熊
波
系
）
な
ど
の
系
統
群
は
、

他
牛
の
血
統
を
混
ぜ
な
い
閉
鎖
育
種
法
に

よ
り
守
ら
れ
培
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
周
囲
を
1
0
0
0
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々

で
囲
ま
れ
た
但
馬
地
方
で
は
峠
を
挟
ん
で

の
往
来
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
牛
の
交

配
も
必
然
的
に
地
域
内
で
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
但
馬
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
る

子
牛
の
セ
リ
市
に
は
、
全
国
か
ら
多
く
の

肥
育
関
係
者
が
訪
れ
ま
す
。
セ
リ
当
日
に

は
、
子
牛
の
首
に
ジ
ャ
コ
を
入
れ
た
お
ひ

ね
り
を
付
け
る
優
し
い
風
習
が
残
る
こ
と

か
ら
も
、
牛
が
人
々
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
家
族
同
様
の
存
在
だ
と
い
う
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

閉
鎖
育
種
法
に
よ
り
守
ら
れ
、

培
わ
れ
て
き
た
伝
統
の
但
馬
牛

　

近
年
、
山
林
の
荒
廃
が
進
行
す
る
中
、

地
域
住
民
は
山
の
再
生
に
向
け
、
継
続
的

育
林
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
戦
後
植
林

さ
れ
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
針
葉
樹
林

の
除
伐
や
間
伐
、
さ
ら
に
は
水
源
涵
養
林

や
動
植
物
の
生
息
地
と
し
て
の
役
割
を
担

う
ブ
ナ
や
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
広
葉
樹
林
の
植

樹
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、

林
業
に
よ
る
地
場
産
業
の
掘
り
起
こ
し
や

特
用
林
産
物
の
生
産
だ
け
で
な
く
、
森
林

の
有
す
る
健
康
増
進
、
保
養
、
レ
ジ
ャ
ー

的
活
用
面
に
着
眼
し
、
総
合
的
に
整
備
を

行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

植
樹
や
山
の
整
備
に
よ
り
、

次
世
代
に
夢
を
繋
ぐ　近年の通信技術や運輸・交通の飛躍的な進

歩により、田舎でも起業や情報発信が可能に

なってきましたので、大好きな故郷のために

何かできることがあるはずと帰ってきました。

　ここには緑豊かな自然を始め、伝統技術や

地方文化など都会にないものがたくさんあり

ますが、残念ながら効率の良さを求めて切り

捨てられたものも多く、過疎化の原因にもなっ

ています。小規模ながら地域に貢献したいと

の思いで、地元の特産物である但馬牛の皮革

を使ったジャケットを作りました。これから

も服飾デザインとの融合が可能な加工技術や

原材料などをもっと取り入れたいと思います。

　今までに培ったデザインのスキルを活かせる

ような地域活動として、地元の高校生と一緒に

巨大迷路やアート作品などを作りました。これ

からも継続し広げていきたい活動です。

ファッション
デザイナー
岡本　剛二さん

　

新
温
泉
町
で
は
、
地
元
事
業
者
が
中
心
と

な
っ
て
商
店
街
活
性
化
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
温
泉
地
域
で

は
兵
庫
県
の
「
ま
ち
な
か
振
興
モ
デ
ル
事
業
」

を
活
用
し
、
空
き
店
舗
に
飲
食
店
を
誘
致
し

た
り
、
地
元
が
誇
る
但
馬
牛
を
使
っ
た
新
た

な
名
物
料
理
「
愛
し
テ
ー
ル
ラ
ー
メ
ン
」
を

開
発
す
る
な
ど
、
温
泉
街
の
活
性
化
に
向
け

た
新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
夏
の
荒
湯
天
狗
ま
つ
り
は
地
域
住
民
が

産
業

I
n

d
u

s
t

r
y

とちもちづくり
（久斗山地区）

夢人
コラム 3

商
工
業
の
振
興

　

三
尾
地
区
で
は
、
住
民
グ
ル
ー
プ
が
地
元

の
食
材
を
生
か
し
た
新
た
な
特
産
品
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
同
地
区
で
は
海
が

荒
れ
て
出
漁
が
困
難
に
な
る
冬
場
の
保
存
食

と
し
て
、
ス
ル
メ
イ
カ
や
カ
ワ
ハ
ギ
な
ど
を

塩
や
こ
う
じ
に
漬
け
込
ん
で
発
酵
さ
せ
る

「
な
れ
ず
し
」
を
作
る
習
慣
が
あ
り
、
地
域

に
古
く
か
ら
伝
わ
る
食
文
化
を
新
た
な
特
産

品
と
し
て
商
品
化
し
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、再
び
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
に「
地

産
地
消
」
が
あ
り
ま
す
。
地
域
で
生
産
さ
れ

た
農
産
物
や
水
産
物
を
で
き
る
だ
け
地
域
内

で
消
費
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
住
民
の
郷
土
愛
、
伝
統
食
文
化
を
継
承
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
新
温
泉
町
で
も
各
地

区
で
定
期
的
に
朝
市
を
開
催
し
、
生
産
者
が

新
鮮
な
産
物
や
加
工
品
の
販
売
を
行
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
小
中
学
校
の
給
食
に
も
活
用

し
、
食
育
を
促
進
す
る
役
割
も
担
う
な
ど
、

地
域
が
一
帯
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

総
出
で
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
。
浜
坂
地
域
で
も
商
工
会
に
よ
る

納
涼
祭
や
特
産
品
展
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
時
に

空
き
店
舗
を
活
用
し
加
工
品
や
農
産
物
の
販

売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
個
性
・

独
創
性
の
あ
る
商
店
街
づ
く
り
を
進
め
な
が

ら
農
林
水
産
物
や
加
工
製
造
品
、
観
光
関
連

産
業
な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
内
の

経
済
波
及
効
果
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
他
、
産
業
振
興
策
と
合

わ
せ
て
、
各
産
業
の
後
継
者
確
保
や
担
い
手

の
育
成
、
若
者
の
定
住
促
進
を
目
指
し
、
雇

用
対
策
の
充
実
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
受
け
入
れ

体
制
の
拡
充
を
図
っ
て
い
ま
す
。

農産物朝市（浜坂朝市婦人会）

荒湯天狗まつり

各
産
業
の
技
術
や
特
色
を
生
か
し
、

地
域
の
活
性
化
を
目
指
す

地
域
の
伝
統
食
の
特
産
品
化
と

朝
市
や
学
校
給
食
に
よ
る

「
地
産
地
消
」
活
動

愛しテールラーメン

子牛のセリ市
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癒
し
と

や
す
ら
ぎ
の

空
間

観
光

S
i

g
h

t
-

s
e

e
i

n
g

「こたつ要らず」と呼び親しまれている七
釜温泉の天然かけ流しの外湯。名物・釜風
呂の他、特産品の販売なども行っています。

Shin-onsen-cho offers an 
therapeutic environment for 
people who want to relax.
Visitors have long enjoyed 
the benefits of our town's 
beautiful sea, mountains 
and hot springs.

七
釜
温
泉

ゆ
ー
ら
く
館

大浴場やバイブラー風呂、ジェッ
ト風呂があり、トレーニング室
や研修室も完備。付近には浜坂
温泉の源泉があります。

ユートピア浜坂

荒湯前の足湯で気
軽に温泉情緒に浸
れます。川沿いには
著名人の手形が展
示された「ふれあい
手形散歩道」が整備
されています。

湯
村
大
根
物
語

「
ふ
れ
あ
い
の
湯（
足
湯
）」

湯
村
温
泉・

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

照明デザイナーの石井幹子さんプロデュー
スにより、日没と共に森下橋やふれあい手
形散歩道、正福寺などが照らされます。清
正公園の「夢」文字のライトアップも幻想的。

展示される化石の数は、海
上地区で採取された昆虫化
石や世界各国の珍しい化石
を合わせ、約260点あります。

おもしろ
昆虫化石館

「夢千代日記」の世界が再現さ
れた館内には女優・吉永小百
合さんゆかりの品々が展示さ
れています。1年後に届く「夢
てがみ」も好評です。

湯村温泉博覧館

「夢千代館」

但馬杜氏の里として、杜氏の歴史や文
化について学ぶことができます。樽や
酒袋などの展示の他、酒造りの工程が
映像で流れるコーナーもあります。

杜氏館

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク

ゆ
む
ら

緑に囲まれた温泉リゾート施
設。洞窟や滝風呂など水着で
の混浴露天風呂や、室内の泡
風呂や寝湯、かぶり湯などの
健康風呂があります。

荒湯を望める春来川のほ
とりに立ち、「恒久平和
を祈る」と書かれた台座
は被爆地・広島市より寄
贈されたものです。

夢
千
代
像

兵
庫
県
立

但
馬
牧
場
公
園

山頂から日本海を望む
抜群のロケーションに
あり、冬は家族向けの
スキー場になります。

「但馬牛博物館」や「小
動物舎」もあります。

ログハウス カナダ

 

ま
ち
歩
き

 

案
内
所

「
松し

ょ
う
ら
い
あ
ん

籟
庵
」

カナダから直輸入された木材を使用
した、年間を通して利用できる本格
的なログハウス。キッチン用品も完
備され、お風呂は天然温泉です。

約100年前に建築された古民
家を改装した観光案内施設。
かつて地域の主要産業であっ
た縫い針の歴史や蓄音機の展
示も行っています。

シ
ワ
ガ
ラ
の
滝
洞窟の中からしか見る
ことの出来ないシワガ
ラの滝は、名勝・小又川
渓谷の中でもひときわ
神秘的な雰囲気を醸す、
落差約10mの滝です。

田
君
川
の

バ
イ
カ
モ
群
落（
5
月
〜
8
月
）

清流にしか自生しないキンポウ
ゲ科・水中生の多年草です。田
君川のように標高10数mの水域
に群生するのは大変珍しい。

浜
坂
県
民

サ
ン
ビ
ー
チ

山陰海岸国立公園に指
定された海岸では海水
浴やマリンスポーツを、
また浜坂県民サンビー
チに隣接する松林では
キャンプを楽しめます。

但
馬
海
岸

遊
覧
船・

奇
岩
巡
り

遊覧船「いわつばめ」で「名
勝・天然記念物但馬御火浦」
等の海岸線めぐりを。船から
の探勝は数々の奇岩、洞門が
間近に迫り、見応え十分。

山陰海岸の地層模型をはじめ、ジ
オサイト（地質遺産）の玄武岩や
安山岩などを展示。また、歴史・
自然などさまざまな分野の体験学
習もできます。
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Our nationally famous Tajima 
beef ,  pine needle crab in 
winter, and firefly squid in 
spring are the specialties of 
Shin-onsen-cho. Many other 
delicacies from land and sea 
can also be enjoyed.

二十世紀梨
シャキッとした食
感とみずみずしい
果肉が魅力の秋の
味覚です。

特
産

S
p

e
c

i
a

l
t

i
e

s

自
然
の
恵
み
を　
　

　
　

活
か
し
た
逸
品

国
内
有
数
の

　

高
級
和
牛

但馬ビーフ
全国に名をはせる唯一無
二の高級ブランド牛で、
鮮やかなサシの入った霜
降り肉が特長です。

冬
の
味
覚
の

　
　

代
表
格

松葉ガニ（ズワイガニ）
カニすきやカニ刺し、焼きガ
ニ、茹でガニなど料理例はさま
ざま。雌のズワイガニ（セコガ
ニ）も珍味です。

春
の
訪
れ
を

告
げ
る
味ホタルイカ

ひと口サイズでほの
かな甘みが口中に広
がります。シーズン
中にホタルイカまつ
りが行われます。

岸田川のヤマメ
岸田川では平成5年度より「サ
クラマスの里づくり事業」でヤ
マメの放流が行われています。

春来そば
そば処春来「てっぺん」では、
地元産そば粉100％でつなぎ
を一切使わない昔ながらの
そばを提供しています。そ
ば打ち体験もできます。

浜坂ちくわ
水産加工業が盛んな新温泉町らし
い名物。トビウオを原料とした「あ
ごちくわ」もあります。

スルメ、一夜干し
新鮮なイカや魚を天日
に干すことで旨みが一
層増します。噛むほど
に磯の香りが口中に広
がり、絶品です。

魚介類
一年を通じて、海の町
ならではの豊富で新鮮
な魚介類が揃います。
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教
育

E
d

u
c

a
t

i
o

n

こ
こ
ろ
豊
か
に

夢
を
育
む

　

子
ど
も
た
ち
の
「
確
か
な
学
力
の
定
着
」
や
「
個

性
や
創
造
性
の
伸
長
」
な
ど
を
目
指
し
、
少
人
数

学
習
へ
の
取
り
組
み
や
読
書
タ
イ
ム
を
設
け
る
な

ど
学
び
の
機
会
を
充
実
し
、
学
習
習
慣
を
身
に
つ

け
る
工
夫
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、〝
生
き
る
力
〟
の
育
成
を
目
的
に
、
小

学
校
の
「
自
然
学
校
」
や
中
学
校
の
「
ト
ラ
イ
や

る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
を
推
進
す
る
と
共
に
、
子
ど
も

た
ち
の
郷
土
愛
を
育
成
す
る
た
め
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
を
利
用
し
、
伝
統
文
化
の
継
承
や
地
域

住
民
と
の
交
流
を
目
的
と
し
た
「
ふ
る
さ
と
教
育
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
体
制

は
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力
を
密
に
し
な
が

ら
校
内
に
お
け
る
推
進
体
制
の
整
備
を
促
進
し
て

い
ま
す
。
幼
稚
園
教
育
で
は
、
心
身
と
も
に
調
和

の
と
れ
た
発
達
の
基
礎
を
培
う
重
要
な
時
期
で
あ

子
ど
も
た
ち
の
創
造
性
、

生
き
る
力
の
育
成
に
取
り
組
む
、

学
校
教
育

加藤文太郎記念図書館

　

住
民
の
学
習
の
選
択
肢
が
広
が
る
よ
う
に
、
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
た
魅
力
あ
る
学
習
メ
ニ
ュ
ー
を

展
開
し
、
生
涯
学
習
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
学
習
・

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
で
あ
る
加
藤
文

太
郎
記
念
図
書
館
や
浜
坂
先
人
記
念
館「
以
命
亭
」、

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民
館

を
有
効
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
に
は
、
生

き
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
生
活
を
営
み
、
豊
か
な

情
操
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
高
齢
者
大
学「
宇

都
野
学
園
」「
と
ち
の
み
学
園
」
を
開
設
し
、
年
間

を
通
じ
て
継
続
的
な
学
習
活
動
を
行
う
と
共
に
会

員
相
互
の
交
流
を
深
め
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
麒
麟
獅
子
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
美
し
い

住
民
の
豊
か
な
情
操
性
を
培
う

社
会
教
育
活
動

す
べ
て
の
住
民
が
生
涯
に
わ
た
り
生
き

生
き
と
輝
く
よ
う
、
新
温
泉
町
で
は
「
こ

こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り
」
を
教
育
理
念

と
し
て
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
充
実

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
幼
児
の
発
達
の
実
態
に
即
し

た
教
育
課
程
の
編
成
・
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
し
た
情
報
教

育
や
外
国
人
英
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
招
い

て
の
国
際
理
解
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

国
際
理
解
教
育
の
一
環
と
し
て
、
国
際
化
に
対
応

で
き
る
人
材
育
成
を
目
的
に
、
中
学
生
な
ど
が
新

温
泉
町
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
相
互
に
訪
れ
、

地
域
の
人
々
と
の
交
流
や
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で

豊
か
な
国
際
感
覚
を
培
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
際
交
流
協
会
の
主
催
す
る
雪
国

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
毎
年
、
フ
ィ
ジ
ー
の
南
太

平
洋
大
学
の
留
学
生
を
招
き
、
日
本
古
来
の
伝
統

文
化
で
あ
る
茶
道
や
日
本
舞
踊
、
餅
つ
き
な
ど
の

体
験
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
韓
国

語
教
室
や
英
会
話
教
室
を
行
う
な
ど
、
こ
れ
ら
の

交
流
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
地
域
住

民
の
国
際
的
な
相
互
理
解
の
醸
成
に
も
繋
が
っ
て

い
ま
す
。

山
陰
海
岸
を
舞
台
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
・
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
開
催
、
宇
野

雪
村
賞
・
前
田
純
孝
賞
を
設
け
る
な
ど
、
住
民
の
ス

ポ
ー
ツ
、
芸
術
・
文
化
活
動
の
充
実
も
推
進
し
て
い

ま
す
。

麒麟獅子マラソン大会

ふれあいビーチサッカー大会

海での自然学校

互いの文化に触れるホームステイ

自然体験教室

留学生を招いての伝統文化の体験事業

Our education phi losophy aims to 
produce warm-hearted and healthy 
citizens. In the hope that people can 
live full and satisfying lives, we put 
an emphasis on school and lifelong 
education.

以命亭押し花絵教室



　

少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
保
健
や
福
祉
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
が
益
々
高
ま
る
中
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
を
願
い
、
ま
た
高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を

目
指
し
た
健
康
づ
く
り
を
医
療
機
関
や
関
係
団
体

な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

新
温
泉
町
で
は
、
現
在
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

す
こ
や
か
〜
に
を
拠
点
に
乳
幼
児
健
診
、
子
育
て

支
援
、
食
育
、
予
防
接
種
、
生
活
習
慣
病
予
防
の

た
め
の
健
診
、
心
身
の
健
康
相
談
、
健
康
教
育
、

訪
問
指
導
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
な
ど
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

学
校
保
健
に
お
い
て
は
、
中
学
生
を
対
象
と
し

て
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
、
命
の
尊

さ
や
母
性
・
父
性
の
涵
養
を
学
ぶ
事
を
目
的
と
し

た
「
思
春
期
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
」
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

地
域
・
関
係
機
関
と
の

連
携
体
制
の
も
と
に
展
開
さ
れ
る
、

特
色
の
あ
る
健
康
づ
く
り

健
康
で

温
も
り
あ
ふ
れ
る

安
心
な
地
域

医
療
・
福
祉

M
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公
立
浜
坂
病
院
は
、
昭
和
33
年
7
月
に
公
立
豊

岡
病
院
浜
坂
分
院
と
し
て
開
設
し
、
昭
和
58
年
の

新
築
移
転
を
経
て
現
在
に
至
り
、
地
域
の
中
核
病

院
と
し
て
、
ま
た
住
民
の
健
康
を
守
る
医
療
機
関

と
し
て
安
心
し
て
受
診
で
き
る
病
院
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
住
民
の
健
康
な
生
活
を
支
え
る
た
め
、

地
域
医
療
の
発
展
と
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し

ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
が
急
増
す
る
中
、

緊
急
課
題
と
な
っ
て
い
た
医
療
お
よ
び
福
祉
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
施
設
と
し
て
平
成
10
年
10

月
に
併
設
し
た
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
で

公
立
浜
坂
病
院
が
、

さ
ら
な
る
医
療
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
に
併
設
し
た

介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り

は
、
病
状
が
安
定
し
、
入
院
治
療
を
必
要
と
し
な
く

な
っ
た
要
支
援
、
ま
た
は
要
介
護
状
態
と
認
定
さ
れ

た
方
を
対
象
と
し
、看
護
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

介
護
・
身
の
回
り
の
お
世
話
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
月
に
一
度
の
誕
生
日

会
、
お
花
見
や
七
夕
会
、
夏
祭
り
な
ど
の
季
節
感
あ

ふ
れ
る
行
事
や
、
音
楽
会
や
映
画
鑑
賞
会
な
ど
の
文

化
活
動
を
取
り
入
れ
た
行
事
を
定
期
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
行
事
に
よ
っ
て
は
保
育
所
の
園
児
や
婦
人

会
の
方
々
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
と
行
政
が
協
働
し
た
健
康
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
、
母
子
保
健
推
進
員
の
活
動
が

あ
り
ま
す
。
就
学
前
の
子
を
持
つ
母
を
対
象
と
し
、

た
よ
り
の
発
行
や
母
子
保
健
事
業
の
案
内
な
ど
、

地
域
の
親
子
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
に
お
い
て
も
、
社
会
参
加
や
交
流
、
健

康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
地
域
活
動
へ
の
支
援
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
業
を
展
開
し
、
住
民
と
と
も
に

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
町
を
目
指
し
ま
す
。 施設での入浴サービス

介護老人保健施設ささゆり

思春期ふれあい体験学習

保健福祉センター
すこやか〜に

住
民
の
健
や
か
な
生
活
の
維
持
に
、
医
療
・
福

祉
・
保
健
の
充
実
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て
長
年
そ
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
公
立
浜
坂
病
院
を
は
じ
め
、
介
護
老
人
保

健
施
設
さ
さ
ゆ
り
や
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ

や
か
〜
に
な
ど
、
時
代
に
即
し
た
施
設
を
整
備

し
て
い
ま
す
。

親子での絵本作り教室 乳幼児健診

通所者のリハビリ活動

Above all things we aim to promote the 
medical care and welfare of our people 
through our organizations to ensure healthy 
lives. A great effort is being put into health 
services at Hamasaka Hospital, Sasayuri 
Elderly Facility, the Hamasaka Health Center 
and Sukoyakaani Welfare Facility.

保
健
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交
流
と
連
携
で

活
力
を
高
め
る

W e  h a v e  m a n y  e v e n t s 
incorporating our specialties, 
na tu ra l  env i ronment  and 
culture. These are wonderful 
opportunities for local people 
and vis i tors to meet and 
communicate.

交
流

C
o
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m

u
n

i
c

a
t

i
o

n

　

各
地
区
で
開
催
さ
れ
る
住
民
主
体
の
地
域
イ
ベ

ン
ト
も
多
く
あ
り
ま
す
。
平
成
3
年
に
久
斗
山
地

区
住
民
が
神
戸
市
の
「
ブ
ナ
を
植
え
る
会
」
と
共

に
ブ
ナ
を
植
樹
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た

「
久
斗
山
創
造
の
森
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
や
、
新
緑

の
美
し
い
公
園
を
舞
台
に
行
わ
れ
る
春
来
地
区
の

「
春
来
椿
山
公
園
祭
り
」、「
石
橋
池
た
ら
い
漕
ぎ

競
争
」、「
青
下
天
満
宮
・
天
神
祭
り
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
交
流
手
段
を
新
温
泉
町
で
の
イ
ベ
ン
ト

だ
け
に
留
め
ず
に
さ
ら
な
る
観
光
振
興
の
充
実
、

活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
新
温
泉
町
で
は
町
出
身

者
が
町
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
、
そ
の
他
の
観
光

資
源
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
「
観
光
大
使
」
制
度

（
公
募
制
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地

元
特
産
品
の
発
送
や
町
内
観
光
施
設
の
利
用
割
引

が
受
け
ら
れ
る
「
ふ
る
さ
と
お
ん
せ
ん
会
」、
大

阪
・
神
戸
な
ど
で
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
多

く
の
人
々
と
の
交
流
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
レ
ベ
ル
の
交
流
促
進
で
は
、
鳥
取
県
と
兵

庫
県
の
県
境
に
接
す
る
鳥
取
県
因
幡
地
域
の
鳥
取

市
、
岩
美
町
、
八
頭
町
、
若
桜
町
と
兵
庫
県
但
馬

地
域
の
香
美
町
、
新
温
泉
町
の
１
市
５
町
で
構
成

す
る
「
因
但
県
境
自
治
体
会
議
（
コ
リ
ド
ー
21
）」

を
は
じ
め
、「
但
馬
定
住
自
立
圏
」、「
鳥
取
・
因

幡
定
住
自
立
圏
」
な
ど
県
境
の
壁
を
越
え
た
経
済
、

文
化
の
連
携
・
交
流
を
通
じ
て
、
各
市
町
の
発
展

と
圏
域
の
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

新
温
泉
町
に
は
特
産
品
や
自
然
・
文
化
を
融
合
さ
せ
た
数
々
の
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、
町
内
は
も
と
よ
り
京
阪
神
を
中
心
と
し
た

都
市
部
と
の
人
的
交
流
を
促
進
す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

新
温
泉
町
の
Ｐ
Ｒ
に

大
き
く
寄
与
す
る
、

住
民
が
主
体
と
な
っ
た

数
々
の
イ
ベ
ン
ト

　
〝
カ
ニ
元
浜
坂
〟
を
宣
言
す
る
浜
坂
観
光
協
会

や
漁
協
な
ど
が
行
う
「
浜
坂
み
な
と
カ
ニ
祭
り
」

は
、
町
を
代
表
す
る
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
当
日
は
、

カ
ニ
汁
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
や
新
鮮
な
魚
介
類
の
販

売
、
カ
ニ
に
ち
な
ん
だ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が

行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
、

新
温
泉
町
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
に
な
っ

て
い
ま
す
。
会
場
と
な
る
浜
坂
漁
港
で
は
春
に
は

「
ほ
た
る
い
か
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
他
に

も
兵
庫
県
立
但
馬
牧
場
公
園
で
の
「
但
馬
〝
牛
ま

つ
り
〟」
や
「
牧
場
公
園
感
謝
祭
」、
湯
村
温
泉
街

を
舞
台
に
展
開
す
る
「
全
日
本
か
く
れ
ん
ぼ
大
会
」

が
あ
り
ま
す
。

浜坂みなとカニ祭り

但馬“牛まつり”

全日本かくれんぼ大会

ふるさとおんせん会「ふるさと便」大阪での雪のイベント 久斗山創造の森ふれあい祭り
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利
便
性
と

う
る
お
い
の

あ
る
環
境 Our town recognizes the link 

between a healthy environment 
and healthy people and so 
emphasizes environmental 
preservation.

生
活
環
境
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n

d
i

t
i

o
n

行
政

A
d

m
i

n
i

s
t

r
a

t
i

o
n

自
立
と
協
働
の

自
治
体
経
営

We believe that the collaboration 
between the town and its citizens is 
vital for our development.
We therefore pursue policies in 
publ ic works, cr ime prevent ion, 
disaster prevention and environmental 
preservation.

あじはら小径

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
、

生
活
基
盤
の
整
備
事
業

　　

通
勤
や
通
学
、
近
隣
市
町
へ
の
往
来
に
利
用
さ

れ
る
交
通
基
盤
は
、
住
民
の
利
便
性
の
確
保
と
広

域
的
な
地
域
間
交
流
を
促
進
す
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

新
温
泉
町
で
は
、
国
道
9
号
と
1
7
8
号
の
基
幹

道
路
を
軸
に
、
県
道
や
町
道
、
さ
ら
に
農
道
、
林
道

で
形
成
さ
れ
て
い
る
道
路
の
利
便
性
・
安
全
性
の

確
保
を
図
る
た
め
に
交
差
点
改
良
や
幅
員
拡
幅
・

歩
道
整
備
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
海

沿
岸
を
東
西
に
走
る
鉄
道
、
町
内
や
近
隣
市
町
、
さ

ら
に
京
阪
神
へ
の
直
通
便
を
設
け
る
バ
ス
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
は
、
住
民
が
生
活
す
る
上
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
に
関
し
て
は
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
環

境
の
実
現
と
、
川
や
海
な
ど
の
汚
染
を
防
止
す
る

た
め
に
下
水
道
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
流
出
人
口
の
歯
止
め
や
転
入
人
口
の

増
加
策
と
し
て
の
公
営
住
宅
の
設
置
、
町
の
情
報

基
盤
と
し
て
テ
レ
ビ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

浜坂浄化センター

住
民
が
こ
れ
か
ら
も
有
意
義
で
快
適
な
生
活
を

送
ら
れ
る
よ
う
、
新
温
泉
町
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

利
便
性
の
向
上
や
環
境
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

行
政
と
住
民
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

堅
実
な
自
治
体
経
営
に
不
可
欠
な
要
素
で
す
。

新
温
泉
町
で
は
、
住
民
と
共
に
、
防
犯
、
防
災

体
制
の
整
備
、
環
境
美
化
活
動
を
通
し
て
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　　

新
温
泉
町
で
は
、
す
べ
て
の
住
民
が
安
心
・
安

全
に
暮
せ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
、
犯

罪
や
災
害
か
ら
地
域
住
民
を
守
る
た
め
に
、
日
ご

ろ
か
ら
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
災
訓
練
な
ど
の
活

動
を
通
し
て
、
快
適
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
特
に
最
近
は
全
国
的
に
青
少
年
に
対
す
る

犯
罪
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
住
民

が
自
主
的
に
実
施
し
て
き
た
パ
ト
ロ
ー
ル
の
充
実

を
図
る
た
め
に
、
新
温
泉
町
青
少
年
育
成
推
進
協

議
会
で
は
地
域
と
学
校
の
連
携
の
も
と
、「
青
少

年
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
を
編
成
し
、
さ
ら
な
る
地
域

の
安
全
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
、
自
然
環
境
と
の
共
生
を
柱
に
、
岸
田

川
な
ど
の
河
川
の
整
備
を
は
じ
め
と
し
た
治
水
・

治
山
対
策
、
冬
期
の
雪
害
防
止
、
防
災
訓
練
や
防

災
知
識
の
普
及
な
ど
に
努
め
て
い
ま
す
。

住
民
一
人
ひ
と
り
が
知
恵
を
出
し
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

魅
力
的
な
町
づ
く
り

東浜居組道路（七坂トンネル）

ケ
ー
ブ
ル
電
話
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
う
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

（
夢
ネ
ッ
ト
）
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

新
温
泉
町
独
自
の
景
観
の
保
全
・
整
備
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
日
本
海
に
注
ぐ
岸
田
川
の
河

口
付
近
に
は
、
清
流
・
味
原
川
に
沿
っ
て
造
り
酒

屋
や
縫
い
針
生
産
で
栄
え
た
古
い
町
並
み
が
残
っ

て
い
ま
す
。
現
在
も
往
時
を
偲
ば
せ
る
旧
家
や
石

垣
な
ど
が
並
ぶ
歩
道
は
、
あ
じ
は
ら
小こ

み
ち径
と
し
て

整
備
さ
れ
、
近
畿
自
然
歩
道
日
本
海
沿
岸
ル
ー
ト

の
一
つ
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
湯
村
温

泉
街
の
中
心
地
は
、
県
の
「
ま
ち
な
か
景
観
形
成

地
区
」
に
指
定
さ
れ
、
温
泉
情
緒
が
漂
う
独
自
の

景
観
を
活
か
し
、
春
来
川
に
架
か
る
橋
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
事
業
や
川
沿
い
の
歩
道
は
、
潤
い
の
あ
る

空
間
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

　

新
温
泉
町
で
は
、
こ
の
よ
う
に
町
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
生
活
環
境
に
関
す
る
保
全
・
整
備
を
進
め
る

一
方
、「
恒
久
平
和
の
町
」
を
宣
言
し
、
非
核
三

原
則
の
堅
持
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
願
い
、
戦
争

の
な
い
明
る
く
幸
せ
な
生
活
を
守
る
決
意
を
表
明

し
て
い
ま
す
。

JR 浜坂駅

CATV（夢ネット）

　

こ
れ
ら
防
災
、
防
犯
活
動
に
加
え
て
、
沿
道
の

花
木
栽
培
を
通
し
て
の
美
化
活
動
も
行
っ
て
お
り
、

こ
の
取
り
組
み
は
、
住
民
の
花
や
樹
木
、
地
域
を

慈
し
む
心
を
通
じ
て
の
人
間
社
会
に
お
け
る
「
思

い
や
り
の
心
」
の
育
成
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

公営住宅（井土団地）

湯村温泉街

プランターへの植栽

婦人会の子ども見守りパトロール
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15.6

居 組 諸寄
釜屋

芦
屋

指杭 田井

赤崎

三尾

和田

久谷
対田

三谷

古市

新市
栃谷

用土

辺地 藤尾

高末

正法庵七釜

二日市

境

▲久斗山
　650

久斗山

大
島

桃観峠

▲蓮台山
　628

今岡金屋

熊谷

井土

細田
竹田

湯千原

あさひヶ丘

鐘尾

千谷

宮脇
内山

越坂 前

石橋

海上

飯野

塩山

桐岡

中辻

丹土 多子

切畑

歌長
高山

伊角

桧尾

春来

▲牛ヶ峰山
　712.8

▲扇ノ山
　1309.9

境

長瀬

原

味取

長須

高津

丸味

和田

長板

入江
柤岡

熊波

用
野

鹿田

相田神坂

萩山

板仕野

和池

森脇

口大谷

中大谷

大笹

高坂
池ヶ平

大野

八井谷

福岡

黒田

宿 日影

作山

市原

高井
耀山

寺河内

大糠

和佐父

小城

山田

▲三川山
　887.8

▲蘇武岳
　1074.4

▲妙見山
　1139

▲鉢伏山
　1221.1

▲瀞川山
　1039.2

石寺

広井神水

水間
神場

大谷

久須部

実山

平野

貫田

忠宮

茅野鍛冶屋

東垣
佐坊

秋岡

新屋

小長辿

▲赤倉山
　1332

余部
鎧

鉄
砲
島

但馬松島

下浜

七日市

間室
森

香住

守柄

三谷

大谷
小原

中野

藤

八原

境

上計

白
石
島

黒
島 沖浦

大
島

浦上

無南垣 訓谷

安木

相谷

九斗

米地

丹生地

西下岡

畑

三川

土生

本見塚

▲庵月山
　344.5

浜須井

奥
須
井

切浜

猫
崎
半
島

和田

須谷

小丸鬼神谷

東大谷

下塚

林

坊岡

森本
御又

小城

二連原

椒

段

河内

門谷

須野谷

大森
桑野本

川南谷

三原

▲矢次山
　568

轟

稲葉
水口

万劫

東河内

山田

万場

名色

栗栖野 太田▲神鍋山
　469

栃本

山宮

石井

頃垣

田ノ口
十戸

庄境

野

荒川

殿

羽尻
広井 栗山

森山

観音寺

知見

篠垣 佐田

伊府

久田谷

夏栗
道場 久斗

猪爪八代河江

大岡

▲大岡山
　652.4

目坂

船谷

内町

辻

福成寺

金原

宮垣

伊豆

左近山玉見新津

▲大徳山
　555.8  

三宅
大谷

万久里

尾崎関宮

吉井

小路頃

川原場外野草出福定

大久保

別宮

葛畑

▲宝引山
　803.5

今滝寺

日畑

小佐

高柳 米里朝倉
国木

小山

九鹿

三谷

青山

浜
坂

福富

清富

白島

大
振
島

戸田

船越峠

弁天島

矢田
油良

大野

上岡隼人

草飼

小河江

猪子垣

▲城ヶ山
　562.4

村岡

城山

野間谷

野間峠

岸田田中

奈良尾

丹戸 梨ヶ原

大
野
峠

▲三成山
　536.2

一日
市

若松

▲大空山
　575.5

▲白菅山
　896.4

一二峠

金山峠

▲上山
　946

▲妙ヶ谷
　529.5

▲鶴ヶ嶺
　389.6

▲高丸山
　1070.1

氷ノ山峠

琴引峠

青下

小城越

奥町
若松町

田君

市午

加鹿野

下岡

▲神ノ浦山
　365.2　

大梶

後山

数久谷

霧滝

湯谷

猪谷

備

熱田

金原

市場

下村

中村

床瀬

二ッ家

芝

八木向三宅片岡

八木谷

妙見キャンプ場

妙見

石原 椿色
中村

石堂

今井
馬瀬

岡

尾原

足坂
中瀬

相地下吉井

鹿倉

鹿倉口

長谷

田河内

陸上

白地

馬場

蒲生

銀山

洗井

鳥越

居
組
港

浜
坂
港

三
尾
港

釜
屋
港

諸
寄
港

居組トン
ネル

第二釜屋トンネル

陸
上
ト
ン
ネ
ル

諸寄トンネル

桃観
トン
ネル

三尾トンネル
於伊
呂トン

ネル

仕立トン
ネル

三田トンネル

虫尾トンネル
花見峠トンネル

柴山トンネル

中山トンネル

土生トンネル

江野トンネル

春
来トンネル

入
江
ト
ン
ネ
ル

但馬トンネル

蒲生トンネル

佐古
峠ト
ンネ
ル

琴
弾
ト
ン
ネ
ル

城山
トンネル

浅倉トンネル

蘇
武
ト
ン
ネ
ル

暮
坂
ト
ン
ネ
ル

村
岡
ト
ン
ネ
ル

七坂
トン
ネル

船越トンネル

1
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268
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1
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1
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4
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4
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260
166
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1

4
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9

482

9

9

9

9

482
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八木川

湯
舟
川

矢
田
川

岸田川

岸
田
川

矢田川

岸田川

結
川

二
又
江
川

大
栃
川 田

君
川

久斗川

三谷川

味原川

田
井
川

照
来
川

大屋川

八木川

八
木
谷
川

八木川

矢
田
川

新
屋
川

矢
田
川

久須部川

熊波川

丸味川

谷入川

昆
陽
川

作山川

木
野
川

大谷
川

矢
田
川

春
来
川

照来川

島井川

数
久
谷
川

熊
谷
川

熊
谷
川

岸
田
川

霧ヶ滝
渓谷

三倉
谷川

小又
川渓
谷

小
又
川

中
辻
川

稲葉川

阿瀬渓谷

阿瀬川

観音寺川

知
見
川

稲葉川

太
田
川 八

代
川

日影川

小佐川

稲葉川

竹
野
川

大谷川

須
井
川

木谷川

竹野
川

安
木
川

土
生
川

佐
津
川

上
計
川長谷川西川

久斗川
段川

三椒川

水
山
谷
川

山
田
川

田ノ口川

久谷川

船
谷
川

稲負谷川

矢
田
川

大岡川

香 美 町岩 美 町

鳥 取 市

浜
坂
先
人
記
念
館

　
　
　
　「以
命
亭
」

●
●●

●

●
県立但馬牧場公園

シャクナゲ
センター

●

汐
吹
崎

居
組
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ

亀
山
洞
門

日
本
洞
門

●
●●

●

浜
坂
海
中
公
園

浜坂県民サンビーチ
山陰海岸ジオパーク館

●

まち歩き案内所「松籟庵」

但
馬
海
岸
遊
覧
船
の
り
ば

新
温
泉
町
役
場

●

●●

宇都野
神社

城
山
園
地
●

●

浜
坂
海
中
公
園

通
天
洞
門

下
荒
洞
門

旭
洞
門

●

●

●

●

公立浜坂病院

美方広域消防本部

七釜温泉ゆーらく館

●

●

温泉総合支所

薬師湯

●
●

●

●リフレッシュパークゆむら
但馬ビーフレストラン楓

おもしろ昆虫化石館

上山高原ふるさと館

シワガラの滝
●

●

上山高原

霧ヶ滝●

畑ヶ平高原

青少年旅行村
「草太園地」
●

健康公園

ログハウス
「カナダ」

●
●

湯村Ｃ.C
●

●

矢
城
ヶ
鼻諸寄海水浴場

鬼
門
崎

●

●

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

バイカモ群落

美方警察署

●

●

ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂

湯村温泉
夢千代の里

●

春
来
峠

いぐみ

も
ろ
よ
せ

はまさか

くたに

あまるべ
よろい

かすみ

し
ば
や
ま

たけの

さつ

但馬漁火
ライン

山陰海岸国立公園

岡山県

香川県

鳥取県
京都府

兵　庫　県

大阪府

新
温
泉
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マッ
プ

　

町
政
に
関
す
る
議
決
機
関
で
あ
る
新
温
泉

町
議
会
は
、
町
民
の
代
表
で
あ
る
16
人
の
議
員

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
議
会
に
は
定

例
会
と
臨
時
会
が
あ
り
、
定
例
会
は
年
に
4
回

（
3
、
6
、
9
、
12
月
）、
臨
時
会
は
必
要
に

応
じ
て
開
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
務
教
育
、

産
業
建
設
、
環
境
福
祉
の
3
つ
の
常
任
委
員

会
と
議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
広
報
調
査
特

別
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
議
会
の
会

議
は
一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、
議
員
の
活

動
や
施
策
方
針
な
ど
を
実
際
に
見
聞
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

い
く
と
せ
の
前
の
落
葉
の
上
に
ま
た
落

葉
か
さ
な
り
落
葉
か
さ
な
る

　

こ
の
歌
は
、歌
人
前
田
純
孝（
1
8
8
0

～
1
9
1
1
年
）
の
代
表
的
な
歌
で
、

命
に
は
始
ま
り
が
あ
り
必
ず
終
わ
り
が
あ

る
と
い
う
死
へ
の
諦
観
を
感
じ
さ
せ
る
と

と
も
に
、
生
命
が
循
環
し
て
い
る
こ
と
を

見
事
に
歌
っ
て
い
ま
す
。
純
孝
は
生
涯

二
千
首
に
も
及
ぶ
短
歌
を
遺
し
て
い
ま
す

が
、
病
床
の
晩
年
に
は
、
自
分
の
限
ら
れ

た
命
を
「
落
葉
」
に
投
影
し
た
歌
を
多
く

つ
く
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
落
葉
と
言
え
ば
、
純
孝
が
没
し

て
そ
の
13
年
後
に
生
ま
れ
た
レ
オ
・
ブ
ス

カ
ー
リ
ア
（
1
9
2
4
～
1
9
9
8
年
）

の
絵
本
「
葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
」
も
有
名

で
す
。

　

春
に
生
ま
れ
た
葉
っ
ぱ
が
、
冬
に
散
る

ま
で
の
短
い
生
命
を
通
し
て
“
い
の
ち
の

尊
さ
”
を
描
く
と
同
時
に
、
そ
の
散
っ
た

葉
っ
ぱ
の
栄
養
分
が
、
ま
た
新
し
い
葉
っ

ぱ
を
生
み
、
い
の
ち
は
永
遠
に
続
い
て
い

く
…
と
い
う“
生
命
の
循
環
”“
地
球
環
境
”

新
温
泉
町
長

岡 

本 

英 

樹

「
落
葉–

生い
の
ち命
の
循
環–

」

ま
で
を
も
描
い
て
い
る
“
い
の
ち
”
の
物

語
で
す
。

　

日
本
の
明
治
の
歌
人
と
ア
メ
リ
カ
の
教

育
学
者
と
が
奇
し
く
も
落
葉
を
テ
ー
マ
に

“
い
の
ち
”
を
表
現
し
ま
し
た
。
ず
っ
と

昔
の
祖
先
か
ら
受
け
継
ぎ
、
未
来
の
子
孫

へ
と
受
け
渡
し
て
い
く
命
。
以
前
の
誰
か

が
い
な
く
な
っ
て
も
存
在
で
き
な
い
命
、

こ
の
自
分
が
あ
っ
て
初
め
て
出
会
え
る
命

を
。

　

私
た
ち
の
ま
ち
は
、
日
本
海
の
形
成
を

物
語
る
壮
大
な
山
陰
海
岸
、
緑
の
山
河
、

日
本
有
数
の
温
泉
な
ど
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
、
自
然
と
共
生
し
て
文
化
を
育
ん
で

き
ま
し
た
。
今
を
生
き
る
私
た
ち
は
、
こ

の
豊
か
な
自
然
、
命
の
尊
重
と
そ
の
つ
な

が
り
を
未
来
の
子
孫
へ
引
き
継
い
で
い
く

責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

表
紙
の
文
字
「
創
」
は
、
こ
れ
も
本
町

出
身
の
書
道
家
宇
野
雪
村
先
生
の
書
で

す
。
住
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
り
、
住

み
よ
い
誇
れ
る
ま
ち
を
“
創
”
っ
て
行
き

ま
し
ょ
う
。

議
会

A
s
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m
b

l
y
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